
中嶋　淳（d11299@dentsu.co.jp）

1989年入社。CC局（当時はPR局）配属。オリンピック招

致コンサルティング、ビジネス情報ビデオ企画制作、デジ

タル関連企業戦略立案、CD-ROM企画制作などの後、

怒涛の企業ウェブサイト構築屋となる。

及川直彦（d11163@dentsu.co.jp）

株式会社電通 CC局業務推進5部。1988年入社。ビー

ル、自動車、海外自治体などのPR作業、情報通信産業

関連のCC作業などを経て、現在はウェブサイトの企画

プロデュースを担当。

ウェブプロデューサー養成講座ウェブプロデューサー養成講座

株式会社電通CC局　中嶋　淳＋及川直彦

最終回 未来のウェブプロデューサー像を考える
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■ウェブプロデューサーの必要性

モザイクの誕生を経て、ネットスケープナビゲー

ターやインターネットエクスプローラなどの出現に

より、だれもが簡単に自分の考えを発信できるよう

になったインターネットの世界。確固たる手法や姿

勢がなければ、よりよいウェブサイトを作ることは

もはや不可能になりつつあります。

すでにアメリカでは堅固な手法やマネージメント

を持ちえないウェブサイトの閉店があとを絶ちませ

ん。その反面、しっかりした目的やポイントを保持

し、現状で可能なかぎりの技術やデザインクオリテ

ィーを把握したうえで、最適なものを導入する「ウ

ェブプロデューサー」が存在するサイトは確実な評

価を獲得できるわけです。

どのメディアにもプロデューサーなる職域がある

のと同様に、ウェブサイトにも必要であり、そのた

めのポイントを説いてきたのがこの連載でした。今

回はこれまで探ってきた優れたウェブサイトをプロ

デュースするためのポイントをざっと振り返り、今

後のWWWの方向性とウェブプロデューサーの役

割についてまとめてみたいと思います。

優れたウェブサイトの条件

■体験をもたらし関係を築くのが優れたサイト

自分自身のサイトやクライアントのサイトを作る

ことをビジネスにしている人ならば、だれもが優れ

たウェブサイトを作りたいと思うでしょう。優れた

ウェブサイトとは、情報発信者＝ウェブマスターが

そのサイトのトップページにアクセスした人に対して

何らかの体験をもたらし、そこから相互の理解や対

話的な関係を築くことだと私たちは考えています。

そのためには、

・明確な目的

・論理的ベネフィット（分かりやすさや便利さな

ど）を実現する「編集コンセプト」

・感覚的ベネフィット（美しさや楽しさ）を実現

する「世界観」

・上記の3点を実現する「テクノロジー」

といったウェブサイトの「基本テーマ」を明確に

することが大前提です。

そして、その目的に対応した

・Information：情報提供型（ex. ニュース）

・Utility：課題解決型（ex. 公開情報提供、ダウ

ンロードサービス）

・Entertainment：（広義の）娯楽提供型（ブ

ランド構築、理解に導く文脈提供）

といったウェブサイトの「タイプ」定義をきっち

りと行うわけです。

■勝負どころを決めて的確なデザインを

さらに、それらをサポートするインターフェイス

周辺の勝負どころ（特徴や機能）として

・Function：効率的にアクセスできるための機能

・Expression：魅力的な世界観を醸成する表現

・Update：情報の鮮度を保つ更新

のどれを優先し、導入するのかを判断するのがウ

ェブプロデューサーの役割だと説明してきました。

具体的には、

・デザイン要素としての「グリッドシステム」や

「Backgroud JPEG」の導入

・ナビゲーションシステムの確立。「GIFパーツ＋

ロケーション把握支援」など

・Updateしていることを打ち出すための手法

（「What's New型」「スプラッシュページ型」）

などの「手法」についても、それをいかに効果的

に導入すべきかについて的確に判断できるかどうか、

がプロデューサーとして不可欠の力量であるのです。

グッとくるサイトの条件

■インタラクティブ機能の強化

しかしながら、こうした「要素の分解」的なア

プローチだけでは十分ではないということも

「LEVI'S」や「サウンドエクスプローラー」などの

ウェブサイトを紹介しながら説明してきました。





4月号から始まったこの連載も、今回でひとまず最終回となりました。

インターネットがあまりにも早いスピードで進化しているので、その展開の目まぐる

しさは「ドッグイヤー」なる言葉で表現できるでしょう。犬の7年分が人間の1年分に

当たるとすると、この連載は今回で8回目なので、「ドッグイヤー」で言えばもう5年

間近くも続けてきたことになります。

というわけで、今回は駆け足でいままでのまとめをしつつ、未来のウェブプロデュー

サーについて考えてみたいと思います。 ζ
Levi Strauss
jhttp://www.levi.com/

サウンドエクスプローラー
jhttp://explorers.jp.msn.com/
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優れた編集やデザイン、技術、方法論を必要条

件としながら、それらをグッとくるウェブサイトに

するための十分条件とは何でしょうか。ウェブサイ

トが世の中に置かれたときの関係性をコンテンツ～

デザイン～インターフェイスなど、ウェブサイトの

要素すべてに反映させられるかどうかが十分条件で

あるのです。

たとえば、「LEVI'S」のウェブサイトでは、優れ

たナビゲーションやコンテンツが同社のブランドの

価値を高めるための「ストーリーテリング」に結実

していましたし、「サウンドエクスプローラー」のウ

ェブサイトにおいては、丁寧に作られた「世界観」

を大切にする優れたコンテクストデザインによって

アクセスする人に「体験」をもたらしています。

つまり、ウェブデザイン＝コンテキスト（文脈）

デザインであるという認識をウェブサイト制作にか

かわる人たち全員が共有しなければ、「優れたサイ

ト」は成立しないし、こうした共通認識をプロダク

トチーム内に醸成させることこそが「ウェブプロデ

ューサー」の役割であるのです。

■ユーザーとの関係をうまく築いた

ウェブサイト例

たとえば、「ワン・トゥ・ワン・マーケティング」の

提唱者ドン・ペパース氏は" L E A R N I N G

RELATIONSHIP"を次世代のマーケティングパラ

ダイムの中核にすえています。残念ながら、まだ企

業のウェブサイトにおいて、レスポンスを積極的に

収集し、そこから顧客やステークホルダーの気持ち

や考えを学びとり、それを自らのアイデンティティ

ーに生かしていこうとしているものはまだまだ少な

いようです。

そんな中で、GEのウェブサイトの中にあるGE

Customer ServiceのGE Answer Centerには、電

子メールで質問すると24時間以内に答えをくれる

Online Product Registrationや、購入した製品の

ユーザー登録をオンラインでできるParts and

Accessoriesなどのサービスがあります。そこには

地道ながら顧客に価値を提供する機能が備わって

おり、それを通して顧客との関係を大切にしていこ

うという企業の姿勢が感じられます。

また、トヨタ自動車のVVC（Virtual Venture

Company）という組織のウェブサイトは、これま

での企業のサイトに見られないような開発者の個人

的な「語りかけ」をベースとして、より親密な「対

話関係」や「共創関係」を試みています。

真の意味での「インタラクティブ」なコミュニケ

ーションの試みはこのような企業のみならず、行政

やさまざまなメッセージを持った団体、芸術や文化、

ジャーナリズム、そして個人といった領域にももっ

と面白い可能性を発揮するのではないでしょうか。

ビジュアルオリエンテッド
サイト出現の可能性

■エージェント＋リアルプレイヤーで作る

新しいウェブサイト

さて、こうした世界観の提供や関係性の構築と

いう大命題を課せられたウェブサイトですが、将来

一体どうなるのでしょうか。

たとえば、以前も一度紹介したことがある

Microsoft Agentの出現は、ActiveXを全面的に使

っているとはいえ、今のところ今年最大のテクノロ

ジーでした。なにしろ、ブラウザーを飛び出してデ

スクトップを縦横無尽に動くだけでなく、音声認

識まで可能にしてしまうのがこのテクノロジーです。

もう1つは、現在マイクロソフトがやっきになっ

て獲得しようとしているストリーミングビデオテク

ノロジーです。わずか2年たらずでCDクラスの音

質と見るに耐えられる画像伝送を確立した技術進

化の軸を未来に延ばせば、近い将来テレビを見慣

れた私たちも満足しうるクオリティーの画像伝送も

可能になるはずです。リアルプレイヤーのように画

面にURLを埋め込めるのであれば、将来は画面レ

イヤーをドラッグ＆ドロップするなんてことも可能

になるかもしれません。

そこで考えられるのが究極のデスクトップビジュ

アルサイト、Microsoft Agent ＋RealPlayerの組

み合わせです。もういちいち文字を入力したり、ユ

ーザーにクリック行為を強いたりしなくても、画面

を飛び回るAgentに声で指示するだけでテレビと同

じようなコンテンツがモニター上で展開されるので

す。しかも、気に入った商品や店が出てきたら、そ

のままバスケットにドラッグ＆ドロップするだけで

商品購入や店の予約が可能になるような環境がも

しかすると来年には実現しているかもしれません。

■品質を飛躍的に向上させる

ビデオアプリの登場

その鍵を握る第三の技術がデスクトップビデオア

プリケーションの進化です。

WWW関連の技術が進化するあいだにデジタル

ビデオも著しい進歩を遂げています。とくに、

Media 100なるソフト（http://www.media100.

com/）の出現によって、これまで以上に簡単に低

コストで放送レベルの画像編集がマッキントッシュ

でできるようになったため、アメリカ放送業界では

このアプリケーションでCFやプロモーションビデオ

をこぞって制作し始めています。当然、インターネ

ット上でも応用されていくことでしょう。

ここまでくると、ウェブデザインに求められてい

るのは論理性よりも感覚的・映像的なセンスや思

考の組み立て方だと言えるでしょう。しかし、単に



ドン・ペパースのサイト「Marketing 1 to 1」
jhttp://www.marketing1to1.com/

GE Home Page
jhttp://www.ge.com/

TOYOTA VVC
jhttp://www.vvc.aun.ne.jp/

Microsoft Agent
jhttp://www.microsoft.com/activex/
gallery/
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Hot Word

Production
Process

✛「プロダクションプロセスの可視化」

今回はウェブプロデューサー必読の「教科書」2

冊を紹介します。面白いのはどちらもデザイナーや

クリエイティブディレクターといった職業からスタ

ートした人たちによるプロデュース論です。

✘
1冊目は『Webデザイン・ビジネス』（エムディ

エヌコーポレーション：5,800円）です。このコラ

ムでも何度となく取り上げた世界トップクラスの情

報建築家クレメント・モック氏によるビジネスへの

デザイン領域からのアプローチ本です。

印刷～放送～コンピュータと進化してきたメデ

ィアインフラにおけるデザインの意味を整理すると

ころから始まり、次世代のデザインビジネスを「ア

イデンティティデザイン」「インフォメーションデザ

イン」「インタラクティブデザイン」の3つに整理し

て、その1つ1つについて思考の枠組みを提示して

います。タイトルには「Web」とありますが、それ

だけにとどまらず、コンピュータのモニターをイン

ターフェイスとしたすべてのコミュニケーションに

ついてのヒントが満載されています。

とくに、ウェブサイトの構造を

1）インフォメーションアーキテクチャー

2）インフォメーションデザイン

3）インフォメーションアート

と、複雑になりがちな情報構造を整理する枠組

みやキーワードは我々も必ず参考にする卓越したテ

ンプレートです。

さらに「ユーザーがどのような人なのか」という

観点で経路、難解さ、ガイダンス、活動レベル、

好みのメディアタイプ、特殊な状況、表現のモー

ド、地域依存性、知性といった原則を定義したう

えで、インタラクティブデザインの方針を策定すべ

きという言及は、もはやウェブデザインが単なるビ

ジュアル表現ではなく、認知心理学的の領域に入

り込んでいることを表しています（補足1）。

そして、もう1冊が連載第1回目でも取り上げた

『Creating Killer Web Sites』で有名な我らが「デ

ビシゲ」こと、デビッド・シーゲル氏の新作。その

名 も 『 Secrets of Successful Web Sites』

（amazon.comで39.99ドル）です。デザイナーと

して出発し、HTMLの限界に挑戦した彼の1年ぶ

りの著書はなんとウェブサイト制作プロジェクトマ

ネージメントについてのものです。

前半はあのHIGHFIVE（http: //www.highfive.

com/）で受賞したいくつかのサイトの制作プロセ

スの取材編で、後半が制作プロセスについてのメソ

ッド論です。とくに、後半のメソッドロジーは、ク

ライアント（顧客）との折衝から予算獲得、スケ

ジュール管理、スタッフごとの役割まで、まさにウ

ェブプロデューサーに求められるビジネス要素が満

載されています。

✘
「いいものを作りたい」という思いでHTMLにの

めり込んだシーゲル氏が1年間でこれほど膨大なデ

ベロップメントの方法論を確立した背景には、ウェ

ブサイトを作るという行為自体にこれまでのクリエ

イティブワークとは異なる手法や考え方が存在して

いることを実感したからに違いありません。

この思いはこの連載に共感を持っていただいてい

る読者の方々も常に感じていることだと思います。

そして、クレメント・モック氏の本にも言えること

ですが、ウェブサイトを作るプロセスをどれだけ

「可視化」するか、スタッフが共有できるかが、ま

さに「成功の秘密」なのです。

今 月 の
気 に な

る キ ー
ワ ー ド

『Secrets of Successful Web Sites』
デビッド・シーゲル著
Hayden Books刊

『Webデザイン・ビジネス』
クレメント・モック著

エムディエヌコーポレーション刊

映像制作のキャリアがあればいいというのではなく、

モニターを通じたインタラクションの意味や感覚を

自覚しながらぶつ切りのようなコンテンツを統合し

て1つの文脈にするという、なんともやっかいな能

力が求められてくるのです。

■ますます多忙になるウェブプロデューサー業

上記のようなことが現実になるかどうかは別とし

て、近未来のウェブサイト運営はサイトの規模が大

きくなり、表現技術が進化し、ダイナミックなコン

テンツ（データベース連動やダイナミックHTMLな

ど）がないとユーザーの満足が獲得できないように

なることでしょう。世界中のウェブデザイナー＆プロ

デューサーが深夜まで膨大な情熱と才能とをそそぎ

込んでいますが、変化のスピードは速くなるばかり

で、取り組むべき課題はますます多くなっています。

こうしたなかで、新しいものへの好奇心と新しい

ものに流されない視点とを持っている、そんなプロ

デューサーが求められていると思います。進化し続

けるウェブサイトによるコミュニケーションを育て

ていくためにも、優れたウェブプロデューサーが多

数登場することを祈っております。
Web Design Mailing List
jhttp://www.kinotrope.co.jp/ML/

活発なウェブデザイン議論が展開されているメーリングリ
スト。我こそはという方は是非のぞいてみてください。

補足1：

この「認知心理学」領域に関心のある方は、元Appleフ

ェローでユーザーエクスペリエンスの守護神と言われたド

ン・ノーマン氏の著書がおおいに参考になります。さしあ

たって『誰のためのデザイン？』（新曜社：3,300円）か

ら読まれてはいかがでしょう。

未熟者のプロデューサーである私たちだけでは、こなし切
れないくらいの取り組むべき仕事がたくさんあります。
ですから、ウェブプロデューサーを志している人、仲間に
なってくれる人を結構マジに探しています（笑）。そうい
う仕事をしてみたい方はd11163@dentsu.co. jpか
d11299@dentsu.co.jpまでコンタクトしてくださいね。
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